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1. はじめに 

近年、全国で獣害による農作物被害は深刻

化している。こうした中、人的要因や地理的

要因、個体数など、様々な要因と獣害の関係

について探る研究がされている。Uno et al.

は、北海道のシカによる被害金額と個体数指

標としての目撃効率との間で相関があること

を示した。また、坂田ら(2001)は、兵庫県の

シカの農業被害と人間の土地利用との関係に

ついて探り、農耕地周辺森林の植林地の多さ

などが被害に関係することを示した。早川

(2017)は、三重県におけるシカとイノシシに

よる農作物被害と地理的要因、人的要因、個

体数との関係を総合的に探り、人工林率、農

地率、目撃効率、戸数密度、森林エッジ、耕

作放棄地などが大きく影響することがわかっ

た。 

このように、地域全体としての獣害要因を

探る研究が多く行われているが、地域的な要

因の違いについて探る研究はほとんどない。

近年、獣害対策は個別ではなく、地域ぐるみ

の対策が重要視されていることからも、より

広い地域が連携し、かつ効率的な獣害対策を

行っていくために、地域的な要因の違いを明

らかにすることは重要であると考えた。 

本研究では、三重県の各集落における被害

状況データをクリギングによって補間し、三

重県を分割した複数のグリッド内の環境要因

や個体数指標を比較することで、地域的な要

因の差を明らかにすることを目的とする。 

2. 方法 

対象地は三重県であり、被害状況データは

イノシシ、シカ、サルによる被害を対象とし

た。使用したデータを表 1に示す。 

表 1 使用データ 

 

三重県を 31個のグリッドに分け、クリギ

ングを行った被害状況データと森林率、農地

率、目撃効率との相互相関解析を行い、地域

的な要因の違いを検討した。なお、グリッド

の一辺は、クリギングを行う過程で、各動物

に得られたレンジの平均 22㎞を用いた。レ

ンジは 2地点間のデータが相互に関係しあう

最大の距離を示している。そこで、レンジの

距離内にあるデータ同士が似通った環境の中

にあり、その地域の傾向を示した相互相関係

数を得られると考えた。 

3. 結果及び考察 

 クリギングによって求められたイノシシ、

シカ、サルによる被害状況と森林率、農地

率、目撃効率の空間補間マップについて、各

グリッドで相互相関係数を求め、入力したマ

ップを図 1から図 3に示す。なお、サルには

目撃効率が存在しないため、個体数指標は除

三重大学 Mie Univeristy 獣害、クリギング

変数名 定義 使用年度
被害状況 各集落代表者による5段階評価 平成19年、平成23年、平成27年
柵設置有無 各集落代表者によるアンケート 平成27年
森林率 1つの集落あたりの森林面積 平成18年、平成23年、平成27年
農地率 1つの集落あたりの農用地区域面積 平成18年、平成23年、平成27年
目撃効率 1人出猟1回あたりの平均目撃頭数 平成18年～平成28年

森林率と農地率は国土数値情報ダウンロードサービスより
目撃効率については出猟報告書(三重県農業研究所提供)より

被害状況については集落被害データベース(三重県農業研究所提供)より使用

創立 90 周年記念 2019 年度（第 68 回）農業農村工学会大会講演会講演要旨集

─ 810 ─

[9-33]



外した。相互相関係数が｜±0.2｜以下の値

を紫色の枠で囲い、＋0.2以上の正の値を赤

色の枠、－0.2以下の値を青色の枠で囲う。

また、クリギングを行った際に誤差分散が大

きく、相関解析を行った際に P値が 0.05を

上回った場所を黒色の枠とした。 

 

図 1 空間補完した被害と森林率の相互相関係数 

 

図 2 空間補完した被害と農地率の相互相関係数 

 

図 3 空間補完した被害と目撃効率の相互相関係数 

各動物の被害と森林率との関係では、多く

のグリッドにおいて、赤色の枠である正の相

関を示した。特にイノシシでは、南部の地域

で負の相関の青色の枠がまとまっていた。こ

のことから、南部の一部地域では、北部と違

い、森林率の低さが被害に影響する可能性が

あるのではないかと考えた。 

次に、農地率との関係では、多くのグリッ

ドにおいて、青色の枠である負の相関を示し

た。特にシカ、イノシシでは、南西部の地域

で無相関の紫色の枠がまとまっていた。 

最後に、目撃効率との関係を見る。イノシ

シでは、相関関係に一定の傾向が見られなか

った。シカでは、ほとんどのグリッドにおい

て、有意な正の相関を示した。このことか

ら、目撃効率はシカに比べ、イノシシの個体

数指標としては適切でなかった可能性が示唆

された。 

なお、すべての比較要因と被害との関係に

ついて、県境付近で全体の傾向とは異なる相

互相関係数が得られたのは、グリッド内のデ

ータ数が少なく、適切に相関の傾向をとらえ

きれていなかった可能性が考えられる。 

4. まとめ 

 各動物の被害と森林率、農地率、目撃効率

の関係について、全体の傾向は早川(2017)と

同様の結果であった。一方で、地域によって

は、要因が異なる可能性が示唆された。こう

した差は、その地域の地理や農作物などの風

土の違いが影響するのかもしれない。 
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